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「
全
部
コ
ロ
ナ
の
せ
い
だ
か
ら
ね
」

社
長
、
い
き
な
り
解
雇
通
告

安
倍
政
権
の
悪
巧
み

「
来
週
中
に
は
出
す(

緊
急
事

態
宣
言)

方
向
で
検
討
」
と
言
う

事
を
３
月

日
に
菅
は
、
二
階

25

に
話
し
、
既
に
絵
図
面
は
出
来

て
い
た
。
こ
れ
で
東
京
は
、
ロ

ッ
ク
ダ
ウ
ン
宣
言
＝
緊
急
事
態

宣
言
を
出
す
方
向
が
き
ま
っ
た
。

５
月
に
政
府
が
出
す
方
向
で

い
た
。
そ
れ
で
、
都
知
事
選
に

突
入
。
当
初
は
、
自
民
候
補
を

擁
立
方
針
だ
っ
た
が
、
自
民
党

は
両
院
総
会
で
自
民
党
の
対
抗

馬
擁
立
を
断
念
す
る
方
向
に
な

っ
た
。
小
池
を
担
ぐ
、
二
階
が

会
見
で
話
し
て
い
た
。

す
で
に
特
措
法
の
国
会
採
決
を

す
る
前
に
決
ま
っ
て
い
た
。
た

だ
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
は
想
定
外
だ

っ
た
よ
う
だ
。
当
初
は
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
延
期
を
５
月
に
公
表

↓
宣
言
↓
都
知
事
選
↓
消
費
税

減
税
を
公
約
に
総
選
挙
！
自
民

党
に
逆
風
の
場
合
は
、
来
年
ま

で
延
ば
す
。
選
挙
に
つ
い
て
は
、

こ
の
二
択
だ
っ
た
。

東
京
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
問
題

が
出
て
来
て
、

日
か
ら
急
に

25

「
正
確
な
感
染
状
況
」
を
公
開

し
始
め
て
、
ス
ジ
が
変
わ
っ
て

き
た
。

関西生コン事件
を語る第2弾

資本と権力が一体
組合潰しに明け暮れ
その本質を暴く！

領価 1,300円
全日建運輸連帯ユニオン

問い合わせ＝宮川

今
ま
で
公
表
し
て
い
な
か
っ

た
感
染
者
も
公
表
を
し
た
。
ま

だ
公
表
し
て
い
な
い
人
も
い
る
。

今
、
東
京
の
感
染
者
は
日
本
一

に
な
っ
た
。

明
日
は
、
ど
う
な
る
か
と
言

う
危
機
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

東
京
都
の
緊
急
事
態
宣
言
は
当

初
は
４
月
１
日
〜

日
と
い
う

12

事
で
だ
っ
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
延
期
で
隠
す

必
要
性
が
な
く
な
っ
た
。
絵
図

面
は

日
に
首
相
官
邸
に
小
池

12

知
事
が
来
た
時
に
、
安
倍
、
菅
、

世
耕
、
二
階
、
麻
生
で
密
約
を

し
た
。

こ
れ
は
、
野
党
が
新
型
イ
ン

フ
ル
特
措
法
を
使
え
と
し
き
り

に
国
会
で
質
問
し
た
こ
と
か
ら
、

そ
れ
を
逆
手
に
安
倍
首
相
は
、

コ
ロ
ナ
特
措
法
を
提
案
し
き
た
。

野
党
は
諸
手
を
挙
げ
賛
成
し

た
ツ
ケ
が
回
っ
て
き
た
。
社
民

も
同
様
。
改
憲
派
の
山
尾
・
嘉

田
議
員
と
か
自
民
党
の
２
名
が

危
険
だ
と
言
っ
て
反
対
を
し
た
。

野
党
が
安
倍
首
相
に
刃
物
を

与
え
て
し
ま
っ
た
。
付
帯
決
議

な
ん
か
あ
っ
て
も
関
係
が
無
く

な
っ
て
い
る
。
暴
れ
ん
坊
に
刃

物
だ
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感

染

拡

大

に

よ

る

業

績

悪

化

を

理

由

に

、

非

正

規

労

働

者

に

対

し

て

解

雇

や

雇

い

止

め

を

す

る

動

き

が

加

速

し

て

い

る

。

労

働

相

談

窓

口

に

は

不

安

の

声

が

多

く
届
い
て
い
る
。

し

か

し

、

新

型

コ

ロ

ナ

の

悪

影

響

が

広

が

っ

て

い

る

か

ら

と

い

っ

て

、

解

雇

や

雇

い

止

め

が

野

放

図

に

認

め

ら

れ

て

い

い

わ

け

で

は
な
い
。

「
全
部
コ
ロ
ナ
の
せ
い
だ

か
ら
ね
」
、
札
幌
市
の

代
50

の

女

性

は

、

パ

ー

ト

と

し

て

働

く

不

動

産

会

社

の

60

代
社
長
か
ら
こ
う
言
わ
れ
、

脱
力
し
た
。

発

端

は

２

月

末

。

北

海

道

内

で

感

染

が

急

拡

大

し

た

こ

と

か

ら

、

全

国

に

先

駆

け

て

学

校

の

一

斉

休

校

が

始

ま

っ

た

。

女

性

も

小

学

生

の

子

ど

も

を

育

て

て

お

り

、

子

ど

も

が

家

に

い

る

よ

う

に

な

っ

た

。

社

長

は
当
初
、
「
安
心
し
て
休
ん

で

い

い

よ

。

給

料

は

し

っ

か

り

払

う

し

、

政

府

に

申

請

す

る

か

ら

」

な

ど

と

連

絡

を

く

れ

、

女

性

は

す

っ

か

り

安

心

し

た

。

し

か

し

、
「

全

部

コ

ロ

ナ

の

せ

い

だ

か

ら

ね

」

の

社

長

の

言

葉

は

怒

り
し
か
な
い
。



春
闘
賃
上
げ
維
持
、
一
時
金
の
対
応

20
成
果
主
義
に
追
い
込
ま
れ
た

春
闘
の
集
中
回
答
日
は
、
３

20
月

日
、
金
属
労
協
（
Ｊ
Ｃ
）
、

11日
、
通
信
・
運
輸
等
で
、
回
答

12が
あ
っ
た
。
妥
結
は
前
年
を
下
回

る
と
こ
ろ
も
多
く
、
ト
ヨ
タ
自
動

車
や
日
本
製
鉄
な
ど
、
ベ
ア
・
ゼ

ロ
が
続
い
た
。
経
営
側
は
、
海
外

経
済
の
動
向
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
を
「
危
機
意
識
」

に
あ
て
、
「
生
産
性
や
消
費
の
落

ち
込
み
が
見
込
ま
れ
る
」
な
ど
、

的
外
れ
の
理
由
を
羅
列
し
て
賃
上

げ
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
た
。

経
団
連
は
。

月
９
日
に
開
い

12

た
会
長
・
副
会
長
会
議
で
、
「
20

年
春
闘
で
賃
上
げ
は
賞
与
を
含
め

た
現
状
維
持
、
職
務
や
成
果

に
応
じ
た
重
点
配
分
の
指
針
」

を
示
し
た
。

い
わ
ゆ
る
「
賃
上
げ
否
定
、

年
間
ベ
ー
ス
」
を
強
調
し
て
、

「
年
功
序
列
と
一
律
配
分
の

否
定
、
成
果
主
義
の
転
換
」

を
盛
り
込
ん
だ
。

そ
の
思
い
が
、
３
月

日
11

の
集
中
回
答
日
を
終
え
、
経

団
連
中
西
宏
明
会
長
の
コ
メ

ン
ト
が
物
語
っ
て
い
る
「
賞

与
・
一
時
金
の
支
給
な
ど
の

回
答
が
多
く
み
ら
れ
た
こ
と

は
、
率
直
に
評
価
す
る
。
労

使
の
意
見
交
換
で
、
建
設
的

交
換
で
、
建
設
的

な
労
使
関
係
の
深

化
を
遂
げ
た
」
と

成
果
配
分
を
取
り

入
れ
た
労
働
組
合

に
賛
美
を
送
る
余

裕
を
見
せ
た
。

そ
の
結
果
と
し

て
、
労
働
組
合
に

３
０
０
人
未
満
の
中
小
組
合

の
賃
上
げ
率
は
同
０
・

ポ
・

01

ン
ト
増
の
２
・

％
、
賃
上
げ

03

額
は
同

円
減
の
５
１
６
３
円

20

だ
っ
た
。

大
手
産
別
の
回
答
が
出
そ
ろ

っ
た

日
時
点
で
の
賃
上
げ
率

13

は
、
平
均
１
・

％
。
ト
ヨ
タ

91

自
動
車
な
ど
大
手
で
ベ
ア
見
送

り
が
相
次
ぎ

年
交
渉
以
来
７

13

年
ぶ
り
に
２
％
を
下
回
っ
た
。

要
員
不
足
が
深
刻
な
中
小
で
賃

上
げ
の
動
き
が
あ
り
、
第
１
回

集
計
時
よ
り
微
増
し
た
が
、
毎

年
の
集
計
を
見
る
限
り
、
回
を

重
ね
る
毎
に
ポ
イ
ン
ト
は
下
降

し
て
る
。
最
終
的
な
集
計
結
果

は
１
・

％
以
下
（
連
合
だ
け

70

で
）
ま
で
落
ち
込
み
が
見
込
ま

れ
る
。

大
手
産
別
の
回
答
か
ら
波
及

効
果
は
生
ま
れ
な
い
。
実
質
賃

金
の
低
下
が
続
く
中
、
厳
し
い

中
小
の
春
闘
は
続
い
て
い
る
。

日
本
の
実
質
賃
金
は
、
下
降

を
続
け
て
い
る
。
個
人
消
費
が

冷
え
込
む
悪
循
環
は
止
ま
ら
な

い
。

成
果
主
義
の
意
欲
を
引
き
出
そ

う
と
、
定
期
昇
給
に
も
評
定
の

メ
ス
を
入
れ
る
、
４
月
か
ら
の

配
分
交
渉
は
人
事
評
価
に
応
じ

て
定
昇
額
の
差
を
広
げ
る
仕
組

み
が
待
っ
て
い
る
。

労
働
生
産
性
が
上
が
っ
て
い

る
の
に
賃
金
が
上
が
ら
な
い
の

は
日
本
だ
け
に
な
っ
て
い
る
。

世
界
で
も
特
異
な
労
使
関
係

（
ユ
ニ
オ
ン
シ
ョ
ッ
プ
）
と
い

う
構
造
問
題
が
あ
る
。
企
業
業

績
の
悪
化
や
先
行
き
不
透
明
感

が
強
ま
れ
ば
、
直
ち
に
賃
金
抑

制
に
向
か
う
の
は
日
本
だ
け
。

春
闘
の
賃
金
交
渉
の
大
詰

20
め
に
「
第
３
四
半
期
ま
で
経
営

は
好
調
だ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
今
年
度

の
推
定
収
入
か
ら
、
８
億
円
近

く
の
減
収
が
見
込
ま
れ
る
。
組

合
の
要
求
に
応
え
る
こ
と
は
難

し
い
」
な
ど
を
繰
り
返
し
た
（
首

都
圏
の
バ
ス
労
組
）。

連
合
は
３
月

日
、

年
春

19

20

闘
労
使
交
渉
の
第
２
回
回
答
集

計
結
果
を
発
表
し
た
。
定
期
昇

給
と
基
本
給
の
部
分
を
示
す
ベ

ー
ス
ア
ッ
プ
を
合
わ
せ
た
賃
上

げ
率
は
平
均
１
・

％
で
、

94

19

年
春
闘
の
第
２
回
集
計
時
に
比

べ
０
・

ポ
イ
ン
ト
低
下
し
た
。

19

定
昇
を
含
む
賃
上
げ
額
は
同
５

９
５
円
減
の
月
額
５
８
８
０
円

だ
っ
た
。

日
で
１
０
５
１
組

19

合
へ
の
回
答
状
況
を
ま
と
め
た
。


